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９
月
定
例
会

「本のおいしゃさん」　この日は私がお手伝い➡関連記事 P20

― T O P I C S ―
P２ 決算特集
 コロナ禍の影響残る決算
P８ 9月定例会
 こんなことが決まりました
P12 町政を問う！一般質問
裏表紙 聴かせて！
 ひがしうら 好きですか？
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町 が 自 分でまかなえたお
金（
自
主
財
源
）59
％

町 が 自 分でまかなえたお
金（
自
主
財
源
）59
％

国や県からも
ら
っ
た
お
金（
依
存
財
源
）41
％

国や県からも
ら
っ
た
お
金（
依
存
財
源
）41
％

歳 入
（財源）

歳 出
（使いみち）

一 般 会 計
196億4640万円

186億8488万円

民生費
41%

総務費
17%

教育費
11%

土木費
11%

衛生費
8%

公債費 4%
消防費 4%

町税
47%

国庫支出金
15%

地方交付税
7%

県支出金
7%

町債 1%

諸収入等
7%

繰入金・繰越金 3%

地方消費税
交付金等

11%

分担金・負担金 1%分担金・負担金 1%
使用料・手数料 1%使用料・手数料 1%

商工費ほか 2%
農林水産業費 1%

議会費 1%

一
般
会
計
決
算

９
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

歳入歳入

歳出歳出

8.5％
UP!

6.1％
UP!

税金がどのように使われたか審査しました。 
歳入は主に町税と地方特例交付金が増加、繰
越金と繰入金が減少。歳出は主に総務費、民
生費と教育費が増加、土木費と商工費が減少。

令和６年度
一般会計決算

15億4240万円増

10億7849万円増

※令和５年度末人口50,162人から算出

町民１人あたり町民１人あたり
いくら使った？いくら使った？

令和６年度 令和６年度 一般会計決算一般会計決算

１人あたり 372,492円使いました

教育費
41,052円

土木費
42,162円

総務費
64,303円

消防費
13,290円

民生費
152,241円

公債費
15,058円

衛生費
29,933円

議会費
2,579円

農林水産業費
4,320円

商工費ほか
7,554円

3,083円DOWN

919円DOWN 1,511円DOWN

5,974円UP

111円UP 406円UP 48円UP732円UP

3,328円UP16,415円UP

高齢者・障害者福祉、保
育園、児童館、児童手当
等にかかったお金

庁舎管理、税務事務、各
種証明書発行、選挙、バ
ス運行等にかかったお金

道路、公園、橋、町営
住宅等にかかったお金

学校教育、生涯学
習、スポーツ振興
等にかかったお金

健康対策、環
境保全、ごみ
処理等にか
かったお金

消防・防災に
かかったお金

町の借金返済に
かかったお金
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ここに注目！

くらし くらし

子育て・
教育

安心・安全

使用済
ペットボトル

水平リサイクル

新しい
ペットボトル

【衛生費】
ペットボトルの水平リサイクル

3786万円
町が回収したペットボトルは、選別・粉砕・洗浄等さ
れペットボトル容器に再生されます。

【総務費】
町運行バス

「う・ら・ら」
ダイヤ改正等

１億4150万円
令和６年10月のダイヤ改正
に合わせ、「名鉄巽ケ丘駅」
「知北平和公園」への新規乗
り入れ、バス停の増設、車両
の変更が実施されました。

【消防費】
災害時の
資機材や
備蓄品を購入

2512万円
災害時における避難所
運営等必要な資機材の
整備や、アルファ化米等
の備蓄品を購入しました。

【教育費】
小中学校の施設整備

２億705万円
校舎トイレの洋式化、照明のLED化
や遊具等の改修工事を行いました。

【総務費】
フィックスマイ
ストリートで
町の課題を共有

89万円
町内の道路や水路の破損、
ごみステーション管理等に
関する課題を手軽に投稿
できるアプリで、問題を共
有しました。

ズームイ
ン！

 P4～5、10～11で詳しく

※千円以下は切り捨て表記

安心・安全

子育て・
教育

【教育費】
受験生等のインフルエンザ
予防接種費用助成　48万円
インフルエンザの流行期と重なる受験等の重要な
時期を安心して過ごしてもらうため、予防接種費用
の一部を助成しました。
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き
丁
寧
に
滞
納
整
理
を
行
っ
て
い
く
。

町
税
の
滞
納
繰
越
分
の
徴
収
率
が

31
％
と
５
年
度
の
36 

・
６
％
か
ら
低
下

し
た
理
由
は
。

滞
納
理
由
は
個
々
の
事
情
に
よ
り
異

な
る
が
、
収
入
自
体
が
少
な
い
ケ
ー
ス
や

高
額
な
債
務
を
抱
え
て
い
て
納
税
が
後
回

し
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。

　
徴
収
率
の
低
下
は
、
差
押
え
可
能
な
資

産
が
な
い
も
の
が
滞
納
繰
越
分
と
し
て
積

み
重
な
り
、
滞
納
整
理
を
行
っ
て
も
、
収

納
に
至
ら
な
か
っ
た
た
め
。

不
納
欠
損
の
大
半
は「
執
行
停
止
が
３

年
継
続
し
た
こ
と
に
よ
る
納
付
義
務
消

滅
」と「
徴
収
権
の
時
効
消
滅
」。「
徴
収

権
の
消
滅
時
効
」の
具
体
的
な
経
緯
は
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
、
滞
納
処
分
で

き
る
財
産
が
な
い
、
生
活
困
窮
、
所
在
不

明
に
よ
っ
て
執
行
停
止
と
な
り
３
年
継
続

し
た
た
め
、
法
令
に
基
づ
い
て
不
納
欠
損

と
し
た
も
の
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。

　
不
納
欠
損
者
に
は
外
国
人
も
含
ま
れ

る
と
考
え
る
が
、
人
数
や
対
応
は
。

　
ま
た
不
法
滞
在
に
つ
な
が
る
こ
と
は

な
い
の
か
。

6
年
度
に
財
産
な
し
・
生
活
困
窮
・

所
在
不
明
等
と
さ
れ
た
の
は
81
人
で
、
そ

の
う
ち
出
国
し
た
外
国
人
が
30
人
。

　
生
活
困
窮
等
生
活
面
で
相
談
が
あ
る
場

QAQAQA

町
民
税
の
不
納
欠
損
額
が
、令
和
５
年

度
の
４
４
４
万
円
か
ら
１
２
１
4
万
円

へ
と
大
幅
に
増
加
。理
由
と
見
通
し
は
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
収
入

が
減
少
。
滞
納
処
分
を
執
行
停
止
し
状
況

が
好
転
す
る
こ
と
な
く
３
年
経
過
し
、
不

納
欠
損
処
分
と
な
っ
た
た
め
。

　
４
年
度
以
降
は
徐
々
に
滞
納
額
が
減
少

し
て
お
り
、
今
後
は
不
納
欠
損
も
減
少
す

る
と
見
込
ん
で
い
る
。

不
納
欠
損
を
回
避
す
る
取
り
組
み
は
。

個
々
の
事
情
の
把
握
と
納
付
資
力
の

見
極
め
に
尽
き
る
の
で
、
生
活
状
況
の
聞

き
取
り
や
財
産
調
査
の
実
施
等
、
引
き
続

QAQA

町
税
増
収
す
る
も
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
あ
り

町
税
は
約
２
億
円
増
え
た
が
、一方
、個
人

町
民
税
は
減
少
、不
納
欠
損
が
増
加
し
た
。

（
不
納
欠
損
の
解
説
は
Ｐ
6
）

個
人
町
民
税
の
定
額
減
税
に
よ
る
減

少
は
。
ま
た
、
減
収
補
填て

ん
特
例
交
付
金

に
対
す
る
定
額
減
税
に
よ
る
補
填て
ん
分
は
。

減
少
額
は
２
億
２
３
０
０
万
円
。

　
減
収
補
填て
ん
特
例
交
付
金
３
億
１
７
０
０

万
円
の
う
ち
、
定
額
減
税
の
補
填て
ん

分
は

２
億
４
３
０
０
万
円
。

QA

合
は
、
ふ
く
し
課
等
へ
案
内
し
て
い
る
。  

　
所
在
不
明
の
外
国
人
に
つ
い
て
は
、
税

務
課
で
出
入
国
在
留
管
理
局
に
確
認
し
て

い
る
。
出
国
が
確
認
さ
れ
た
外
国
人
に
は
、

執
行
停
止
処
分
し
、
そ
の
後
、
再
入
国
の

有
無
を
追
跡
調
査
し
、
な
い
場
合
に
不
納

欠
損
処
分
し
て
い
る
。

　
税
務
課
で
把
握
し
て
い
る
外
国
人
に
は
、

不
法
滞
在
と
な
る
方
は
い
な
い
。

物
価
高
騰
対
策

不
足
は
な
い
か

６
年
度
の
町
民
へ
の
物
価
高
対
策
は
。

賃
金
上
昇
が
物
価
高
に
追
い
つ
い
て

い
な
い
住
民
の
負
担
を
緩
和
す
る
と
と
も

に
、
低
所
得
者
の
方
の
生
活
を
維
持
す
る

た
め
、
調
整
給
付
金
給
付
事
業
と
低
所
得

者
支
援
給
付
金
給
付
事
業
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
経
済
的
負
担
に
よ
る
受
診
控
え

を
防
ぎ
、
病
気
の
早
期
発
見
・
治
療
の
た

め
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
の
対
象
年

齢
を
18
歳
ま
で
に
拡
大
し
た
。

　
さ
ら
に
、受
験
生
等
を
対
象
に
し
た
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
補
助
金
、小
中

学
校
給
食
費
賄
材
料
費
の
補
助
や
町
立
保

育
園
給
食
費
の
補
助
、就
学
援
助
世
帯
へ

の
就
学
援
助
費
の
追
加
給
付
を
実
施
し
た
。

６
年
度
の
当
初
予
算
は
過
去
最
大
規

模
で
、
不
足
額
を
財
政
調
整
基
金
と
土

地
開
発
基
金
の
取
り
崩
し
、
町
債
発
行

で
賄
う
と
さ
れ
て
い
た
。

QAQ

徹底審査

コロナ禍の
影響が残る

決算

本会議で質疑があったもののうち、
主なものを紹介します。

令和６年度

一般会計決算
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委
託
業
者
が
企
業
を
リ
ス
ト
化
し
、

働
き
か
け
て
い
る
。

　
ま
た
、
職
員
も
企
業
訪
問
時
に
P
Ｒ

す
る
等
能
動
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
。

変
わ
っ
て
き
た「
う
・
ら
・
ら
」

住
民
の
評
価
は

令
和
６
年
10
月
に
町
運
行
バ
ス「
う・
ら・

ら
」の
ダ
イ
ヤ
改
正
と
路
線
変
更
が
行
わ

れ
た
。同
時
に
、小
学
生
の
社
内
ア
ナ
ウ

ン
ス
等
の
取
り
組
み
が
さ
れ
た
。

新
た
な
取
り
組
み
に
対
す
る
利
用
者

の
感
想
は
。

小
学
生
の
社
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
つ
い

て
、
利
用
者
か
ら「
面
白
い
取
り
組
み
」と

の
評
価
を
得
た
。ま
た
イ
ベ
ン
ト
で
は「
他

に
は
な
い
取
り
組
み
で
地
元
の
バ
ス
に
親

し
み
を
感
じ
ら
れ
る
」と
の
好
意
的
な
声

も
寄
せ
ら
れ
た
。

　
導
入
当
初
は
、
子
ど
も
２
人
に
よ
る
同

AQA

　
主
に
年
金
受
給
し
て
い
る
非
課
税
世
帯

や
就
学
援
助
世
帯
の
ほ
か
、
子
育
て
世
帯

や
受
験
生
の
い
る
世
帯
に
対
し
、
必
要
な

対
策
を
取
っ
た
上
で
、
決
算
剰
余
金
と
し

て
財
政
調
整
基
金
に
積
み
立
て
て
い
る
こ

と
か
ら
、
妥
当
と
判
断
し
て
い
る
。

企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
も
好
調

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、企
業
が
町

の
地
方
創
生
の
取
り
組
み
に
対
し
て
寄
付

す
る
と
、税
制
上
の
優
遇
が
受
け
ら
れ
る

取
り
組
み
。個
人
で
行
う
ふ
る
さ
と
納
税

と
は
異
な
り
、返
礼
品
は
な
い
。

（
ふ
る
さ
と
納
税
関
連
記
事
Ｐ
7
）

当
初
予
算
80
万
円
か
ら
５
０
０
万
円

増
額
し
た
要
因
は
。

職
員
の
営
業
活
動
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
活
動
と
納
税
の
募
集
を
す
る
委
託
事
業

者
を
２
社
か
ら
４
社
に
増
や
し
た
こ
と
。

　
さ
ら
に
、
町
長
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に

よ
る
大
口
寄
付
が
主
な
要
因
。

寄
付
金
の
使
い
道
は
。

於
大
公
園
再
整
備
、
三
世
代
近
居
定

住
促
進
補
助
、
児
童
館
施
設
整
備
、
保
育

園
維
持
管
理
事
業
の
一
部
に
利
用
。

寄
付
の
可
能
性
が
高
い
企
業
を
リ
ス

ト
化
し
、
働
き
か
け
て
も
よ
い
と
考
え

る
が
、
見
解
は
。

QAQAQ

　
決
算
で
は
財
政
調
整
基
金
が
約
２
億

円
増
額
さ
れ
た
が
、
見
解
は
。

歳
入
の
増
額
と
歳
出
の
減
額
に
よ
り
、

財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
さ
な
く
て
も
、

財
源
を
確
保
で
き
た
。

　
５
年
度
決
算
剰
余
処
分
金
を
積
み
立
て
、

５
年
度
末
残
高
と
比
較
し
て
増
額
し
た
。

今
後
実
施
予
定
の
公
共
施
設
の
整
備
に
は

多
額
の
費
用
が
見
込
ま
れ
る
。
ま
た
、
災

害
に
備
え
る
た
め
に
は
、
現
在
の
残
高
水

準
で
も
十
分
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。

財
政
調
整
基
金
の
積
立
額
を
考
え
る

と
、
水
道
料
金
の
減
免
や
学
校
給
食
費

の
補
助
等
も
可
能
だ
っ
た
の
で
は
。

　
妥
当
と
の
判
断
は
変
わ
ら
な
い
か
。

財
政
調
整
基
金
、
災
害
対
応
や
物
価

高
騰
対
策
等
の
必
要
な
事
業
を
実
施
す
る

際
の
財
源
不
足
に
対
応
す
る
も
の
。

　
ま
た
、
昨
今
の
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
る

と
、
さ
ら
に
多
く
の
基
金
残
高
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

AQA

時
の
音
声
案
内
が
、
聞
き
取
り
づ
ら
い
と

の
意
見
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
点
が
改
善
さ

れ
、
よ
り
親
し
み
を
感
じ
て
も
ら
え
る
取

り
組
み
と
な
っ
た
。

　
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
参
加
し
た
小
学
生
と
そ

の
保
護
者
か
ら「
登
録
さ
れ
た
声
が
流
れ

る「
う
・
ら
・
ら
」に
乗
る
の
が
楽
し
み
」

と
の
感
想
を
い
た
だ
き
、
地
元
と
の
つ
な

が
り
を
深
め
る
取
り
組
み
と
し
て
好
評
を

得
て
い
る
。

ダ
イ
ヤ
改
正
や
路
線
変
更
へ
の
意
見
は
。

環
状
線
を
新
田
線
と
藤
江
線
に
再
編

し
た
こ
と
や
、
名
鉄
巽
ケ
丘
駅
に
乗
り
入

れ
を
し
た
こ
と
、
交
通
系
I
C
カ
ー
ド

が
利
用
可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
利
用
し
や

す
く
な
っ
た
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
一
方
で
、
通
院
や
通
勤
に
利
用
す
る
ダ

イ
ヤ
が
生
活
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
な
く
な
り

不
便
に
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
意
見

も
聞
い
て
い
る
。

QA
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▲取り組みで物価高騰の影響は緩和されたか

▲見やすく改善された時刻表

▲寄付金は於大公園再整事業にも利用



一
般
会
計
決
算

９
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

定例会最終日に、令和６年度一般会計決算の内
容について、６会派が賛成・反対の討論を行い
ました。その主な内容を紹介します。

令和６年度

一般会計決算 賛否討論
※要約してあります

　
残
業
時
間
の
多
さ
は
職
員

の
疲
弊
、住
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
に
つ
な
が
る
。職
員
の

多
く
に
配
置
変
更
の
影
響
が

考
え
ら
れ
る
の
で
、人
を
育

て
る
こ
と
に
注
力
し
て
は
ど

う
か
。
長
期
的
な
展
望
に

立
っ
た
行
政
運
営
を
求
め
る
。

　
自
主
財
源
の
根
幹
を
な
す

税
や
使
用
料
等
の
収
入
確
保

は
、安
定
的
な
財
源
確
保
の

た
め
に
優
先
す
べ
き
課
題
で

あ
る
。
一
般
寄
付
金
、ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
契
約
は
安
定

し
た
財
政
運
営
と
し
て
評
価
。

ま
た
、税
負
担
の
公
平
性

は
、不
納
欠
損
額
を
可
能
な

限
り
抑
え
る
よ
う
要
望
す
る
。

保
育
園
事
業
は
、退
職
者

が
増
加
し
て
い
る
。民
間
へ

の
移
管
、官
民
連
携
で
多
様

な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を
早
急

に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
以
上
要
望
等
踏
ま
え
て
賛

成
討
論
と
す
る
。

開
庁
時
間
の
変
更
は
機

構
改
革
と
安
定
し
た
行

政
運
営
が
期
待
さ
れ
る

新
政
ク
ラ
ブ

間ま

せ瀬 

元も
と
あ
き明 

議
員

賛 

成

　

令
和
６
年
度
の
決
算
は
、

物
価
高
騰
等
厳
し
い
状
況
の

中
、
町
は
限
ら
れ
た
財
源
を

工
夫
し
、
町
民
の
暮
ら
し
を

守
る
事
業
を
進
め
た
。

　
給
付
金
の
支
給
に
よ
り
生

活
を
下
支
え
し
、
子
育
て
や

福
祉
の
施
策
も
着
実
に
実
施

さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
於
大
公
園
の
再

整
備
、
駅
前
広
場
、
道
路
整

備
等
、
住
民
が
利
用
す
る
身

近
な
施
設
や
環
境
の
改
善
が

進
ん
だ
こ
と
も
成
果
で
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、
単
年
度
で

３
億
円
余
り
の
黒
字
を
確
保

し
、
健
全
な
財
政
を
維
持
で

き
た
。

　
課
題
は
あ
る
が
、
全
体
的

に
は
適
切
に
運
営
さ
れ
、
町

民
生
活
に
確
か
な
効
果
が

あ
っ
た
と
判
断
し
、
本
決
算

の
認
定
に
賛
成
す
る
。

町
民
の
安
心
を
支
え
た

令
和
６
年
度
決
算

清
流
会

三み
う
ら浦 

雄ゆ
う
じ二 

議
員

賛 

成

　
歳
入
総
額
１
９
６
億
４
６

３
９
万
円
余
、
歳
出
総
額

１
８
６
億
８
４
８
８
万
円
、

実
質
収
支
７
億
７
４
７
５
万

円
余
の
黒
字
。

　
市
制
移
行
の
協
議
が
可
能

な
基
準
の
人
口
５
万
人
に
届

か
ず
、単
独
市
制
も
難
し
い

と
考
え
ら
れ
る
中
、緩
や
か

な
人
口
減
少
の
た
め
の
事
業

を
展
開
し
て
い
る
。

　
10
月
町
運
行
バ
ス「
う・ら・

ら
」の
ダ
イ
ヤ
改
正
、50
歳
以

上
へ
の
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
助
成
、受
験
生
等

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
費
用
助
成
、子
ど
も
医
療

費
助
成
の
対
象
を
18
歳
ま
で

拡
充
、特
殊
詐
欺
等
に
よ
る

高
齢
者
の
被
害
を
防
ぐ
事
業

等
、住
民
に
寄
り
添
っ
た
事

業
展
開
を
評
価
。

　
住
民
福
祉
の
向
上
、安
全・

安
心
な
生
活
を
要
望
し
て
賛

成
討
論
と
す
る
。

極
端
な
人
口
減
少
を
抑

え
、
緩
や
か
な
減
少
目

的
の
事
業
展
開
を
評
価

親
和
会

山や
ま
し
た下 

享き
ょ
う
じ司 

議
員

賛 

成

2025.11.1 No.227 6

町の
財政を
見る！

歳入予定額を何らかの理由で徴収できず、今
後も徴収の見込みがない場合、「納付が不可
能である」と判断し、決定すること。

　町税は歳入において最も大きな比重を占め
ています。令和６年度決算の町税決算額は、
92億110万円で、前年比2億78万円増加しま
した。主に法人町民税が2億9601万円、固定
資産税4973万円が増加しました。
　一方で、不納欠損額が、775万円増加。特
に個人町民税が大きく増加しました。

目！

不納欠損とは

過去3年間の
不納欠損（個人町民税）の状況

不ふ

納の
う

欠け
っ

損そ
ん

が
増
加
！

0

300

600

900

1200

1500

80人
112人

210人

361万円 444万円

1,214万円

（万円） （人）

0

50

100

150

200

250

不納欠損額

不納欠損人数

令和4年度 令和5年度 令和6年度

５年度と比較して、
173%と大幅に増加しています。



一
般
会
計
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算
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委
員
会

一
般
質
問

反 

対

　
令
和
６
年
度
の
主
な
施
策

と
し
て「
子
ど
も
医
療
費
助

成
の
年
齢
拡
大
」「
保
育
Ｉ
Ｃ

Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
」「
受
験

生
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
接
種
費
用
助
成
」「
町
運

行
バ
ス「
う
・
ら
・
ら
」の
ダ

イ
ヤ
改
正
」「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
」「
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ

リ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
導

入
」「
お
く
や
み
窓
口
設
置
」

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
命
名
書
交
付
」

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
公
明

党
東
浦
が
要
望
・
推
進
し
て

き
た
も
の
も
あ
り
評
価
す
る
。

　
今
後
は
、
依
然
と
し
て
続

く
物
価
高
騰
で
、
家
計
に
打

撃
を
受
け
て
い
る
住
民
へ
の

継
続
的
な
生
活
支
援
、
激
甚

化
す
る
災
害
に
強
い
安
心
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

お
願
い
し
、
賛
成
と
す
る
。

物
価
高
騰
に
よ
る
継
続

的
な
生
活
支
援
と
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

公
明
党
東
浦

赤あ
か
が
わ川 

操み
さ
え恵 

議
員

賛 

成

　
当
初
予
算
に
お
い
て
、人
口

増
減
、社
会
経
済
動
向
等
々
鑑

み
る
と「
ほ
ど
よ
い
町
政
運
営
」

で
あ
っ
た
と
理
解
す
る
。特
に

「
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象

年
齢
18
歳
ま
で
拡
大
」し
た
こ

と
は
大
歓
迎
。

　
令
和
６
年
度
か
ら
始
め
た
、

町
長
の
国
会
と
中
央
官
庁
へ

出
向
い
た
ロ
ビ
ー
活
動・ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
活
動
に
は
、頭
が

下
が
る
思
い
で
あ
る
。　

　
関
係
市
町
と
連
携
し
た
国

へ
の
要
望
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、

町
単
独
で
も
各
省
庁
へ
出
向
き
、

国
の
施
策
の
動
向
や
町
の
課

題
に
つ
い
て
、意
見
交
換
の
機

会
を
と
ら
え
て
い
る
。 

　
意
見
交
換
に
は
、職
員
が
考

え
る
町
の
課
題
を
ま
と
め
た

冊
子
を
持
参
し
、活
用
し
て
い

る
こ
と
に
も
感
心
、感
激
し
た
。

予
算
執
行
に
大
い
に
役
立
て

た
こ
と
だ
ろ
う
。

ほ
ど
よ
い
町
政
運
営
と

国
や
中
央
官
庁
へ
の
町

長
の
要
望
活
動
を
評
価

庶
民
倶
楽
部

山や
ま
だ田 

眞し
ん
ご悟 

議
員

賛 

成

　

物
価
高
が
つ
づ
き
、税
金

の
使
い
方
が「
住
民
の
い
の

ち
と
暮
ら
し
を
守
る
」点
で
、

経
済
的
に
不
安
の
あ
る
人
た

ち
へ
支
援
が
行
き
届
い
て
い

る
か
、疑
問
を
投
げ
か
け
た
。

　

物
価
高
騰
対
策
は
、国
の

調
整
給
付
金
給
付
事
業
や
町

の
子
ど
も
医
療
費
助
成
を
18

歳
ま
で
拡
大
、小
中
学
校
給

食
費
や
町
立
保
育
園
給
食
費

の
補
助
等
が
行
わ
れ
た
。

　

し
か
し
、令
和
６
年
度
は

学
校
給
食
賄
材
料
費
の
値
上

げ
や
保
育
園
給
食
費
の
有
料

化
、公
共
施
設
使
用
料
の
値

上
げ
が
検
討
さ
れ
、負
担
増

が
み
ら
れ
る
。

　
そ
う
し
た
中
、財
政
調
整
基

金
の
残
高
29
億
８
９
６
７
万

円
が
妥
当
と
の
姿
勢
、１
事
業

者
に
対
し
企
業
立
地
交
付
金

１
億
１
９
２
２
万
８
千
円
を

支
払
う
こ
と
に
疑
問
が
残
り
、

反
対
と
す
る
。

物
価
高
騰
対
策
の
支
援

行
き
届
い
て
い
た
か

日
本
共
産
党
ひ
が
し
う
ら

杉す
ぎ
し
た下 

久く

に

こ
仁
子 

議
員

2025.11.1 No.2277

令和２年度から年々減少傾向にありましたが、
６年度の寄付額は増加に転じました。
Q 6年度の PR実績は？
Ⓐ 返礼品を73品追加、返礼品提供事業者への説
明会の開催、ふるさと納税ポータルサイトの
追加等を行った。

Q ふるさと寄附事業の課題と次年度の方策は？
Ⓐ ふるさと寄附事業の返礼品金額は、家具が多く
を占め、その寄付状況が全体の金額に大きく影
響している。今後は、事業者訪問により関係を
強化し、リピーターを獲得できるような返礼品
の追加を目指す。また、ポータルサイト掲載を
工夫し、町の魅力が伝えられるよう努める。

ふるさと納税額は
　　4億9177万円と好転‼ 

ここ
に注目！

ふるさと寄附金の
寄付額と寄付件数の推移

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和6年度

（億円） （件）

0

1

2

3

4

5

6

7

0

500

1000

1500

2000

1,746件 1,514件

1,102件 1,058件
972件6億

1,875
万円

5億
496
万円 4億

2,579
万円

3億
1,030
万円

4億
9,177
万円寄付額

寄付件数

こんな質疑がありました !
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一
般
会
計
決
算

９
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

東
浦
町
の

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

議案
番号 議　案　名 結果

同意４ 教育委員会委員の任命について 同意
報告８ 令和６年度東浦町健全化判断比率及び資金不足比率について
報告９ 工事請負契約の変更について（東浦駅西側駅前広場整備工事）
承認４ 令和７年度東浦町一般会計補正予算（第３号）の専決処分の承認を求めることについて 承認
認定３ 令和６年度東浦町土地取得特別会計決算の認定について

認定認定５ 令和６年度東浦町水道事業会計決算の認定について
認定６ 令和６年度東浦町下水道事業会計決算の認定について

議案39 東浦町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例及び東浦町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について

可決

議案40 東浦町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について

議案41 東浦町の議会の議員及び長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部改正について
議案42 東浦町税条例の一部改正について

議案43 東浦町障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律施行条例の一部改正について
議案44 東浦町自転車等駐車場条例の一部改正について
議案46 東浦町下水道条例及び東浦町水道事業給水条例の一部改正について
議案47 令和７年度東浦町一般会計補正予算（第４号）
議案50 令和７年度東浦町水道事業会計補正予算（第１号）
議案51 令和７年度東浦町下水道事業会計補正予算（第１号）
議案52 令和７年度東浦町一般会計補正予算（第５号）
議案53 工事請負契約の締結について（小中学校屋内運動場（体育館）空調設備設置工事（その２））
議案54 工事請負契約の締結について（小中学校屋内運動場（体育館）空調設備設置工事（その３））
議案55 工事請負契約の締結について（小中学校屋内運動場（体育館）空調設備設置工事（その４））
発委７ 議会改革特別委員会の設置について
意見書
案２

定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡
充を求める意見書

‐ 議員派遣

全会一致で決定した案件

賛否が分かれた案件

PickUp
2

PickUp
1

９
月
２
日
〜
25
日

9
月
定
例
会

※「議」は議長（採決に加わらない）、○は賛成、●は反対

9月定例会の概要
本会議【開会】
町から議案につ
いて説明。

9
2 本会議【一般質問】

12人の議員が町政全
般について質問。

本会議【議案質疑・委員会付託】
議員が議案について質疑。
議案審査を各常任委員会へ振り分け。

9
12

P12～

常任委員会
３常任委員会でそれぞれ付託
された議案を審査。
委員会としての賛否を決定。

・総務委員会
・こどもふくし委員会
・まちづくり委員会

9
16・17・18本会議【閉会】

３常任委員会委員長による審査
経過・結果報告および委員長報
告への質疑。議案討論・採決。

P10～

9
8・9

9
25

議案
番号 議　案　名 結果

新政クラブ 清流会 親和会 公明党東浦 庶民
倶楽部

日本共産党
ひがしうら 高志会

鏡
味　
昭
史

間
瀬　
元
明

前
田　
明
弘

北
野　
興
地

長
坂　
知
泰

三
浦　
雄
二

水
野　
久
子

間
瀬　
宗
則

久
松　
純
志

山
下　
享
司

大
川　
　
晃

秋
葉
富
士
子

赤
川　
操
恵

山
田　
眞
悟

杉
下
久
仁
子

森　
　
靖
広

認定１ 令和６年度東浦町一般会計決算の認定について

認定

議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ● ○

認定２ 令和６年度東浦町国民健康保険事業特別会計決
算の認定について 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ● ○

認定４ 令和６年度東浦町後期高齢者医療特別会計決算
の認定について 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ● ○

議案38 東浦町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に
関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部改正について

可決

議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ● ○

議案45 東浦町下水道条例の一部改正について 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ● ○
議案48 令和７年度東浦町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ● ○
議案49 令和７年度東浦町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ● ○
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一
般
会
計
決
算

９
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

げ
ら
れ
た
ま
ま
で
、
自
治
体

の
財
政
は
圧
迫
さ
れ
て
い
る
。

　
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準

確
保
の
た
め
に
、
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
と

と
も
に
、
国
庫
負
担
率
の
２

分
の
１
へ
復
元
は
、
国
の
大

き
な
責
任
の
一
つ
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
８
年
度
の
政
府
予

算
編
成
に
あ
た
り
、
定
数
改

善
計
画
の
早
期
策
定
・
実
施

と
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
の
堅
持
と
と
も
に
、
国

庫
負
担
率
２
分
の
１
へ
の
復

元
に
む
け
、
十
分
な
教
育
予

算
の
確
保
を
強
く
要
望
す
る
。

提
出
先　
内
閣
総
理
大
臣
他

改
定
使
用
料
の
算
定
の

考
え
方
は
。

経
費
回
収
率
80
％
以
上

を
目
標
と
し
て
３
点
の
考
え

方
が
あ
る
。

①
現
行
体
系
の
基
本
使
用
料

と
超
過
使
用
料
の
構
成
割

合
を
維
持
し
て
い
く
。

②
少
量
の
使
用
者
で
も
、
使

用
水
量
に
応
じ
た
使
用
料

を
負
担
し
て
も
ら
う
。

③
使
用
水
量
の
増
加
に
伴
い

単
価
が
上
昇
す
る
料
金
逓て

い

増
方
式
を
維
持
し
、
全
体

を
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
す
る
た

め
、
各
水
量
区
分
の
単
価

を
定
率
で
増
加
さ
せ
る
。

使
用
水
量
の
目
安
で
改

定
前
後
の
差
額
と
増
額
率

の
最
小
、
最
大
、
平
均
は
。

１
か
月
当
た
り
、
差
額

は
５
㎥
で
税
抜
き
２
５
０
円
、

20
㎥
で
６
０
０
円
、
50
㎥
で

１
７
５
０
円
増
加
す
る
。

　
増
額
率
は
最
小
33
％
、
最

大
38
％
、
平
均
は
37
％
。

約
37
％
の
大
幅
な
値
上

げ
だ
が
、
激
変
緩
和
と
し

て
、
２
年
か
け
て
引
き
上

げ
る
考
え
は
な
い
か
。

将
来
的
に
経
費
回
収
率

QAQAQA

１
０
０
％
を
目
指
す
中
、
改

定
の
段
階
を
増
や
す
と
、
シ

ス
テ
ム
改
修
等
の
経
費
が
そ

の
都
度
発
生
す
る
。

　
ま
た
、
改
定
使
用
料
は
周

辺
自
治
体
と
大
き
な
差
が
な

い
こ
と
か
ら
、
２
年
を
か
け

て
改
定
す
る
考
え
は
な
い
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

や
住
民
説
明
会
を
開
催
し

な
か
っ
た
理
由
は
。

金
銭
徴
収
に
関
す
る
事

項
に
該
当
す
る
た
め
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
対
象
外
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
町
下
水

道
事
業
経
営
戦
略
や
審
議
会

を
公
開
し
、
新
聞
報
道
を
は

じ
め
町
広
報
紙
や
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
も
周
知
し
た
た

め
、
説
明
会
は
実
施
し
て
い

な
い
。

QA

政
府
の
教
育
予
算
の
充
実
を
求
め
て
、

意
見
書
を
提
出

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
は
、
す
べ

て
の
国
民
の
願
い
だ
が
、
学

校
現
場
で
は
、
い
じ
め
や
不

登
校
等
の
課
題
が
あ
る
。

　
ま
た
、
一
人
ひ
と
り
に
応

じ
た
支
援
の
時
間
が
確
保
で

き
な
い
等
の
課
題
に
も
直
面
。

令
和
７
年
度
の
政
府
予
算

は
、
中
学
校
の
少
人
数
学
級

の
推
進
や
教
職
員
定
数
改
善

計
画
は
示
さ
れ
ず
、
不
十
分

で
あ
る
。

　
山
積
す
る
課
題
に
対
応
し
、

す
べ
て
の
子
ど
も
に
ゆ
き
と

ど
い
た
教
育
を
行
う
に
は
、

少
人
数
学
級
の
拡
充
を
含
め

た
、
定
数
改
善
計
画
の
早
期

策
定
・
実
施
が
不
可
欠
。

　
ま
た
、
ど
こ
に
住
ん
で
い

て
も
、
一
定
水
準
の
教
育
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
が
憲
法
上

の
要
請
だ
が
、
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
の
国
庫
負
担

率
が
、
３
分
の
１
に
引
き
下

教
育
課
題
に
対
応
し
、
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
ど
こ

に
住
ん
で
い
て
も
、
均
等
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
十

分
な
教
育
予
算
の
確
保
を
要
望
。

PickUp
2

下
水
道
料
金
28
年
ぶ
り
に
改
定

本
町
の
下
水
道
事
業
の

問
題
点
は
。

経
費
回
収
率（
※
）が
約

60
％
し
か
な
い
こ
と
が
経
営

上
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

（
※
）
汚
水
処
理
経
費
に

占
め
る
使
用
料
の
割
合

大
幅
な
使
用
料
改
定
が

必
要
と
な
っ
た
経
緯
は
。

今
後
の
使
用
料
収
入
の

大
幅
な
増
額
が
見
込
め
な
い
、

QAQA

使
用
料
で
汚
水
処
理
費
を
賄

え
な
い
等
の
問
題
や
、
大
規

模
災
害
や
老
朽
化
対
策
等
の

課
題
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
持
続

可
能
な
事
業
運
営
の
た
め
の

経
営
改
善
に
向
け
て
、
改
定

が
必
要
と
判
断
し
た
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
総
額
と
そ
の
う
ち
下

水
道
使
用
料
で
賄
う
べ

き
額
は
。

繰
入
金
は
４
億
８
８
３
２

万
円
。
使
用
料
で
賄
う
べ
き

額
は
２
億
４
７
３
４
万
円
。

　

施
行
後
の
収
益
額
と
経

費
回
収
率
は
。

使
用
料
収
入
は
税
抜
き

４
億
４
千
万
円
程
度
、
経
費

回
収
率
は
約
80
％
と
試
算
。

QAQA

下
水
道
事
業
は
独
立
採
算
だ
が
、
使
用
料
だ
け
で
賄

え
ず
、
毎
年
度
一
般
会
計
か
ら
補
填て
ん
さ
れ
て
い
る
。

経
営
改
善
に
向
け
、
下
水
道
使
用
料
を
増
額
す
る
た

め
条
例
改
正
。
令
和
８
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
。

PickUp
1

▲マンホールのふた

▲マンホールの内部
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学
校
お
よ
び
公
共
施
設

ト
イ
レ
環
境
整
備
計
画

学
校
等
の
洋
式
化
は
計
画
的
に
進
め
ら
れ

て
い
る
。し
か
し
屋
外
施
設
に
は
、修
繕
す

ら
進
ん
で
い
な
い
施
設
も
あ
る
。

小
学
校
の
洋
式
化
の
進
捗
状
況
は
。

全
校
の
洋
式
化
率
は
約
59
・
２
％
。教

室
周
辺
は
約
67
・
２
％
で
あ
る
。

ト
イ
レ
環
境
の
整
備
が
不
十
分
な
学

校
も
見
受
け
ら
れ
る
。
国
の
補
助
金
に

頼
ら
ず
、
町
単
費
で
実
施
す
る
考
え
は
。

老
朽
化
に
よ
り
、
ト
イ
レ
だ
け
で
な

く
、
他
の
改
修
も
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

将
来
を
見
据
え
た
町
全
体
の
予
算
の
中
で
、

優
先
順
位
を
適
切
に
設
定
し
、
地
方
債
等

の
活
用
や
他
の
選
択
肢
も
含
め
て
、
最
も

適
切
な
方
法
で
対
応
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
西
部
グ
ラ
ウ
ン

ド
、
岡
田
川
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
ト
イ
レ

は
浄
化
槽
式
①
か
。

町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
公
共
下
水
道

に
接
続
。
西
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
岡
田
川
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
し
尿
汲く

み
取
り
を
実
施
。

西
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
女
子
ト
イ
レ
が

一
部
使
用
で
き
な
い
。
改
修
計
画
は
。

QAQAQAQ

損
傷
し
て
い
る
便
槽
が
地
下
埋
設
で
、

現
建
物
で
の
修
繕
が
不
可
能
な
た
め
、
使

用
を
禁
止
し
て
い
る
。

　
浄
化
槽
式
ト
イ
レ
を
検
討
し
た
が
高
額

の
た
め
、
使
用
頻
度
か
ら
現
実
的
で
は
な

い
と
判
断
。
汲く

み
取
り
式
ト
イ
レ
は
、
町

と
し
て
も
課
題
で
あ
り
、
他
市
町
の「
自

己
処
理
型
水
洗
ト
イ
レ
」等
を
参
考
に
、

再
配
置
計
画
等
も
考
慮
し
て
、
計
画
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

一般会計
決算

子
ど
も
の
受
験
等
を

応
援
す
る
補
助
金

受
験
や
就
職
等
、進
路
決
定
を
控
え
た
重

要
な
時
期
を
安
心
し
て
過
ご
し
て
も
ら
う

た
め
、中
学
３
年
生
お
よ
び
高
校
３
年
生
の

学
齢
相
当
の
方
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
費
用
１
人
に
つ
き
最
大
２
千
円
を
助
成
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
補

助
金
の
当
初
見
込
み
人
数
は
。

中
学
３
年
生
と
高
校
３
年
生
相
当
の

９
８
７
人
の
70
％
で
あ
る
６
９
０
人
を
見

込
ん
で
い
た
。

接
種
率
の
低
さ
へ
の
考
え
は
。

接
種
す
る
か
ど
う
か
は
個
人
の
判
断

だ
が
、
受
験
の
大
事
な
時
期
に
子
ど
も
た

ち
の
安
心
に
つ
な
が
る
有
用
な
施
策
と
考

え
て
い
る
。
よ
り
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
受
験
の
時
期
を
迎
え
ら
れ
る
よ

う
制
度
の
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

AQAQA

こ
ど
も
ふ
く
し
委
員
会

こ
ん
な
こ
と
を
聞
き
ま
し
た

常
任
委
員
会
３
委
員
会
で
徹
底
調
査

常
任
委
員
会
と
は
？

　

そ
の
部
門
に
属
す
る

町
の
事
務
に
関
す
る
調

査
を
行
い
、ま
た
、
議
案
、

請
願
・
陳
情
等
を
審
査

し
ま
す
。
本
町
議
会
で
は
、

３
常
任
委
員
会
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。

総
合
計
画
、広
報
、財
政
、Ｄ
Ｘ
推
進
、税
務
、

庁
舎
管
理
、選
挙
、防
災
、戸
籍
等
に
関
す

る
こ
と

総
務
委
員
会

学
校
教
育
、保
育
園
、生
涯
学
習
、ス
ポ
ー
ツ
、

図
書
館
、健
康
、高
齢
者・
障
が
い
福
祉
、

保
険・年
金
等
に
関
す
る
こ
と

こ
ど
も
ふ
く
し

委
員
会

交
通
安
全
、防
犯
カ
メ
ラ・啓
発
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
、ご
み
、環
境
、農
業
、消
費
生
活
、観
光
、

都
市
計
画
、バ
ス
、公
園
、建
築
、道
路
、河
川
、

防
犯
灯
、上
下
水
道
等
に
関
す
る
こ
と

ま
ち
づ
く
り

委
員
会

▼故障により使用できない西部グラウンドトイレ

▲予防接種の助成制度で受験等に集中

施設整備と接種率の向上を！

①浄化槽式…敷地内の浄化槽内で微生物により汚水を分解し浄化する仕組み。汲
く
み取り式では、汚水を溜めて業者が汲

く
み取る。

下水道は、汚水を流して処理場で浄化している。
語句
説明

一
般
会
計
決
算

９
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問
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自
分
と
家
族
の
た
め
に
！

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を
促
進

自
転
車
乗
車
中
の
交
通
事
故
の
７
割
は
、

主
に
頭
部
の
損
傷
。ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
正
し
い

着
用
で
頭
部
損
傷
に
よ
る
死
者
が
約
４
分

の
１
に
低
減
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

町
で
は
事
故
発
生
時
の
被
害
軽
減
の
た
め
、

自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費
の
一

部
を
県
と
協
調
し
て
補
助
。

自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
補
助
金

の
利
用
が
減
少
し
た
要
因
は
。

令
和
５
年
度
に
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が

可
能
に
な
っ
た
こ
と
と
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
が
努
力
義
務
と
な
り
、
あ
る
程
度
購
入

さ
れ
た
反
動
と
考
え
る
。

住
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
扱
う
店
舗
や
販
売
店

へ
の
チ
ラ
シ
配
布
の
ほ
か
、
町
広
報
紙
や

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
あ
る
。

QAQA

一般会計
決算

住
民
の
通
報
で

町
の
問
題
解
決
を

フ
ィッ
ク
ス
マ
イ
ス
ト
リ
ー
ト
へ
の
投
稿
で
、

町
内
の
道
路
や
水
路
の
破
損
、防
犯
灯
の

故
障
、公
園
管
理
、ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等

の
問
題
を
町
や
住
民
と
共
有
で
き
る
。令

和
６
年
度
は
１
１
６
件
の
投
稿
が
あ
っ
た
。

主
な
内
訳
と
件
数
は
。

道
路
関
連
が
83
件
で
、
路
面
の
陥
没

状
況
等
が
投
稿
さ
れ
て
い
る
。
特
に
緊
急

性
の
高
い
案
件
は
、
町
職
員
が
即
日
修
繕

対
応
し
て
い
る
。

今
後
の
周
知
方
法
は
。

町
広
報
紙
、各
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
て
い
る
。

防
災
訓
練
等
を
活
用
し
、災
害
時
の
利
用

も
含
め
た
周
知
、利
用
促
進
に
努
め
て
い
く
。

QAQA

一般会計
決算

Ｇ
Ｘ
②
へ
の
取
り
組
み
、

順
調
に
推
進

民
間
企
業
と
連
携
し
、資
源
循
環
の
活
性

化
に
取
り
組
ん
だ
。

令
和
６
年
度
の
Ｇ
Ｘ
加
速
へ
の
取
り

組
み
内
容
と
成
果
・
評
価
は
。

新
た
に
、
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー

ズ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
と
株
式
会
社

M
izkan

と
の
各
協
定
に
基
づ
き
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
施
。

ま
た
、
中
部
国
際
空
港
株
式
会
社
と
連

携
協
定
を
締
結
。
家
庭
か
ら
出
る
廃
食
用

油
を
持
続
可
能
な
空
港
燃
料
Ｓ
Ａ
Ｆ
③
に

循
環
さ
せ
る
取
り
組
み
も
実
施
し
た
。

　
自
治
体
と
し
て
は
、
中
部
国
際
空
港
株

式
会
社
と
最
初
に
連
携
協
定
を
結
び
、
廃

食
用
油
回
収
を
進
め
て
き
た
こ
と
が
、
セ

ン
ト
レ
ア
で
の
国
産
Ｓ
Ａ
Ｆ
供
給
開
始
に

つ
な
が
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

会
計
決
算
上
の
評
価
は
。

廃
食
用
油
は
、
回
収
量
が
増
加
し
た

こ
と
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
売
却
単
価
が
上

が
っ
た
こ
と
で
歳
入
が
増
加
。
ど
ち
ら
も

財
源
確
保
に
貢
献
し
た
。

QAQA

一般会計
決算

災
害
へ
の
備
え
は

万
全
か

防
災
事
業
費
で
自
主
防
災
会
活
動
補
助
金
、

ア
ル
フ
ァ
化
米
①
等
の
防
災
備
蓄
品
等
を

購
入
し
て
い
る
。

ア
ル
フ
ァ
化
米
の
新
た
な
味
や
防
災

食
の
缶
詰
等
を
導
入
す
る
予
定
は
。

ア
ル
フ
ァ
化
米
は
現
在
、
白
米
、
わ

か
め
ご
飯
、
五
目
ご
飯
を
中
心
に
備
蓄
。

新
た
な
味
に
つ
い

て
は
、
価
格
や
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
等

を
調
査
し
、
検
討

し
た
い
。
缶
詰
も
、

ど
の
よ
う
な
商
品

が
流
通
し
て
い
る

か
、
調
査
・
研
究

し
て
い
き
た
い
。

主
な
備
蓄
品
は
、
町
の
防
災
倉
庫
や

自
主
防
災
会
の
防
災
倉
庫
に
振
り
分
け

ら
れ
て
保
管
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
の
防
災
倉
庫
と
自
主
防
災
会
の
防

災
倉
庫
に
振
り
分
け
て
保
管
し
て
い
る
。

「
防
災
ラ
ジ
オ
が
聞
こ
え
づ
ら
い
」と

い
う
住
民
の
声
に
対
す
る
対
策
は
。

町
公
式LIN

E

や
安
心
安
全
メ
ル
マ

ガ
等
を
活
用
し
、
情
報
発
信
を
行
っ
て
い

る
。
情
報
伝
達
手
段
の
多
重
化
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

QAQAQA

総
務
委
員
会

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

▲フィックスマイストリートの解決事例

▲ドラムで廃食用油を回収

修繕後

修繕前

①アルファ化米…一度炊いたご飯を乾燥させて長期保存できるように加工したもの
②GX…Green Transformation の略。化石燃料をクリーンエネルギーに転換して、脱炭素化社会を構築しようという取り組み 
③ SAF…Sustainable Aviation Fuel（持続可能な航空燃料）の略。循環型の原料で製造された航空燃料 

語句
説明

一
般
会
計
決
算

９
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問
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一
般
会
計
決
算

９
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

C O N T E N T S

子育て・教育
・「こども誰でも通園制度」を問う
  長坂　知泰 P13
・本町の「個別化・個性化教育」を問う
  長坂　知泰 P13
・町内の小中学校への熱中症対策として各クラスに冷
凍庫の導入と体育館に自動販売機の設置について
  前田　明弘 P14
・包括的性教育に取り組み、性の人権尊重を
  杉下久仁子 P15
・本町の授乳室の現状と搾乳案内の整備を
  赤川　操恵 P17

その他

くらし
・身近な生活環境を守るまちづくりを
  北野　興地 P13
・脱炭素社会の推進に向けて対策の強化を！
  間瀬　宗則 P14
・東浦町誌のデジタル版の作成について
  大川　　晃 P17

・役場職員の働きやすい環境に向けて
  杉下久仁子 P15
・持続可能な財政運営を行うための行政の役割とは
  久松　純志 P15
・工数の見える化で職員の業務負荷低減と仕事の効
率化について 森　　靖広 P16
・女性が就労しやすい仕組みづくりについて
  秋葉富士子 P16
・戦没者追悼式式典の最後の開催について
  赤川　操恵 P17
・多くの人が参加できる夏まつりの開催を
  山下　享司 P18
・東浦町非核・平和宣言の堅持を求めて
  山田　眞悟 P18

まちづくり
・老朽化の進む街路樹等への対策について
  前田　明弘 P14
・シビックプライドの醸成について
  秋葉富士子 P16
・市制移行に、人口50,000人の達成は
  山下　享司 P18
・森岡駅西交差点改良について 山下　享司 P18
・（新）於大のみちの再整備に向けた計画策定業務に
ついて 山下　享司 P18
・国道366号バイパス浜新田交差点の南進車線に右
折矢印信号の改善を県公安委員会へ働きかけてく
ださい 山田　眞悟 P18

安全・安心
・避難所の環境改善を問う 長坂　知泰 P13
・災害時の燃料と新電力技術の活用方策について
  森　　靖広 P16

健康・福祉
・成年後見制度の普及・利用促進について
  大川　　晃 P17
・慢性的な保育士不足を解消する施策を考える
  大川　　晃 P17

　各議員の記事に掲載の
二次元コードを読み込むと、
その議員の一般質問の様
子を動画でご覧いただけま
す。ぜひ、ご視聴ください!

町政を問う！
９月８日・９日一般質問

一般質問とは？
　皆さんの生活に関わる大切な事柄について、
議員が提言も含めて町に考えを聞きます。
　今回の一般質問で、あなたの生活に関わる
内容はありますか？

16人中12人が登壇

YouTube にて議会映像 配信！



一
般
会
計
決
算

９
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

北北
き た のき た の
野野　　興興

こ う じこ う じ
地地

議員議員

長長
ながさかながさか
坂坂　　知知

ともやすともやす
泰泰

議員議員

①スフィア基準…災害や紛争の影響を受けた人々に対する人道支援の最低基準を定めた国際的な基準
②地域猫活動…野良猫を適切に飼養・管理するために、地域の住民の理解と協力のもとで共同飼養する活動

語句
説明

石
浜
保
育
園
で
令
和
８
年
度
開
始

A「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」の
概
要

と
、
本
町
で
の
実
施
体
制
等
は
。

本
制
度
は「
す
べ
て
の
こ
ど
も
の
育
ち

を
応
援
し
、
こ
ど
も
の
良
質
な
成
長
環
境

を
整
備
す
る
こ
と
」が
目
的
。

　
月
一
定
時
間
ま
で
の
利
用
可
能
枠
の
中

で
就
労
要
件
を
問
わ
ず
、
時
間
単
位
等
で

柔
軟
に
利
用
で
き
る
新
た
な
通
園
給
付
制

度
で
、
８
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
。

　
対
象
は
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
、

地
域
型
保
育
事
業
等
に
通
っ
て
い
な
い
生

後
６
か
月
〜
満
３
歳
未
満
の
子
ど
も
。
利

用
可
能
時
間
は
、
子
ど
も
１
人
当
た
り
月

10
時
間
が
上
限
。

　
実
施
体
制
は
、
石
浜
保
育
園
に
保
育
士

QA

１
人
を
配
置
し
実
施
す
る
予
定
。
１
回
当

た
り
の
利
用
可
能
時
間
は
２・５
時
間
で
、

月
４
回
ま
で
利
用
可
能
。
１
、２
歳
児
は

午
前
、
０
歳
児
は
午
後
に
利
用
で
き
る
受

け
入
れ
体
制
を
予
定
し
て
い
る
。

避
難
所
の
環
境
改
善
を
問
う

「
東
浦
町
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

は「
ス
フ
ィ
ア
基
準
①
」等
を
踏
ま
え
て

改
定
し
た
、
国
の
取
組
指
針
・
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

内
閣
府
は
、
６
年
12
月
に「
ス
フ
ィ
ア

基
準
」等
を
踏
ま
え「
避
難
所
運
営
等
避
難

生
活
支
援
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」等

を
改
定
し
た
。

　
こ
れ
に
は
ト
イ
レ
の
確
保
や
食
事
の
質

の
確
保
、
生
活
空
間
の
確
保
等
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
。

　
本
町
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
、
現
時
点
で

盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
現

在
、
改
定
に
向
け
た
作
業
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】本
町
の「
個
別
化
・
個

性
化
教
育
」を
問
う

QA

▲こども誰でも通園制度がはじまる
石浜保育園

平
成
21
年
に
制
定
し
て
い
る

A令
和
７
年
５
月
の
東
ヶ
丘
自
治
会
総

会
で「
産
廃
業
者
の
敷
地
拡
張
で
、
粉

塵
等
の
拡
散
が
今
以
上
に
広
が
る
と
心

配
だ
」等
環
境
問
題
へ
の
声
が
あ
が
っ

た
。
本
町
の
関
連
条
例
制
定
の
経
緯
は
。

過
去
に
住
民
説
明
が
不
十
分
で
ト
ラ

ブ
ル
に
な
る
事
例
が
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
平
成
21
年
に
、
産
業
廃
棄
物
処

理
施
設
の
設
置
事
業
者
と
地
域
住
民
等
の

相
互
理
解
の
も
と
で
、
環
境
へ
配
慮
す
る

こ
と
等
を
目
的
に
条
例
を
制
定
し
た
。

東
浦
知
多
イ
ン
タ
ー
か
ら
東
ヶ
丘
団

地
に
向
か
う
道
路
沿
い
の
産
業
廃
棄
物

処
理
施
設
は
、
本
条
例
の
対
象
か
。

本
条
例
施
行
前
に
既
に
設
置
さ
れ
、

条
例
は
適
用
さ
れ
ず
、
該
当
し
な
い
。

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
監
視
は
。

施
設
敷
地
外
か
ら
の
目
視
に
よ
る
監

視
を
６
年
度
は
１
８
０
回
実
施
。

　
　

「
高
根
の
森
」の
整
備
に
つ
い
て

森
を
散
策
し
た
と
こ
ろ
、
樹
木
が
鬱う

っ

蒼そ
う
と
し
て
、
ベ
ン
チ
等
が
壊
れ
て
い
た
。

QAQAQAQ

こ
れ
ま
で
と
今
後
の
整
備
内
容
は
。

樹
木
の
伐
採
や
剪せ
ん

定
、
あ
ず
ま
や
の

補
修
工
事
、
森
の
南
側
歩
道
の
草
刈
り
・

ご
み
拾
い
等
を
実
施
し
た
。

　
７
年
度
は
、
散
策
路
階
段
の
修
繕
や
案

内
看
板
・
道
標
表
示
板
を
修
繕
予
定
。

　地
域
猫
活
動
②
へ
の
支
援
に
つ
い
て

活
動
へ
の
見
解
と
同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
へ
の
支
援
状
況
は
。

猫
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
解
決
に
有
用
な

活
動
と
認
識
し
て
い
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
行
政
が
直
接
行
う

こ
と
が
困
難
な
活
動
を
担
っ
て
お
り
、
今

後
も
補
助
金
等
に
よ
り
支
援
し
て
い
く
。

AQA

▲町民に親しまれる高根の森を

「
こ
ど
も
誰
で
も

通
園
制
度
」は

Q

産
廃
問
題
、

関
連
す
る
条
例
は

Q
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一
般
会
計
決
算

９
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

間間
ま せま せ
瀬瀬　　宗宗

むねのりむねのり
則則

議員議員

前前
ま え だま え だ
田田　　明明

あきひろあきひろ
弘弘

議員議員

①戸建住宅ネット・ゼロ・エネルギーハウス…通称ZEH（ゼッチ）。住宅で使う一次エネルギー（電気に変換される前の石炭や天然ガスなどのエネルギー資
源）の年間消費量が、おおむねゼロの住宅

語句
説明

設
置
を
進
め
て
い
き
た
い

A令
和
７
年
度
中
に
小
中
学
校
で
熱
中

症
の
児
童
生
徒
は
い
た
か
。

気
分
不
良
や
頭
痛
等
軽
度
の
症
状
を

訴
え
る
事
例
が
あ
っ
た
。

学
校
内
へ
の
自
動
販
売
機
や
冷
凍
庫

の
設
置
が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

自
動
販
売
機
は
、
児
童
生
徒
の
熱
中

症
対
策
だ
け
で
な
く
、
学
校
体
育
館
施
設

の
開
放
時
の
施
設
利
用
者
に
も
有
用
で
あ

る
た
め
、
設
置
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
お
金
を
学
校
に
持
っ
て
く
る
こ
と
の
リ

ス
ク
等
慎
重
に
検
討
す
べ
き
課
題
も
あ
る
。

児
童
生
徒
自
ら
が
考
え
行
動
す
る
き
っ
か

け
と
と
ら
え
、
各
学
校
で
も
児
童
会
等
で

議
論
す
る
よ
う
促
し
て
い
き
た
い
。

　
冷
凍
庫
に
つ
い
て
は
、
６
年
９
月
に
検

討
し
た
が
、
設
置
で
き
な
か
っ
た
。

　
一
方
で
、
本
町
は
登
下
校
時
の
熱
中
症

対
策
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
る
。
昨
今

の
猛
暑
等
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
の
常
識

に
と
ら
わ
れ
ず
柔
軟
に
対
応
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
、
各
学
校
の
理
解
を
得
な
が

ら
設
置
を
進
め
て
い
き
た
い
。

QAQA

老
朽
化
が
進
む
街
路
樹
の
対
策
は

樹
木
事
故
に
関
す
る
全
国
調
査
に
お

け
る
本
町
の
被
害
状
況
は
。

公
園
等
の
樹
木
で
は
、
車
両
と
ガ
ー

ド
パ
イ
プ
を
損
傷
し
た
事
案
を
報
告
し
た
。

道
路
の
街
路
樹
の
事
案
は
な
い
。

伐
採
等
の
方
針
は
。

従
来
の「
樹
木
の
量
」か
ら
周
辺
に
配

慮
し
た「
樹
木
の
質
」を
重
視
し
た
樹
木
の

配
置
や
維
持
管
理
が
必
要
で
あ
る
。

　
状
況
に
よ
っ
て
は
伐
採
も
検
討
す
る
が
、

必
要
に
応
じ
て
環
境
に
適
し
た
植
栽
を
行

う
等
、
地
域
の
方
々
と
調
整
し
、
理
解
や

協
力
を
得
な
が
ら
進
め
る
。

QAQA

三
位
一
体
で
Ｃ
Ｏ
２

 

50
％
減
目
指
す

A令
和
７
年
３
月
に「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
」を
宣
言
。
脱
炭
素
社
会
の
推
進

対
策
と
し
て
の
二
酸
化
炭
素
の
削
減
見

込
み
の
根
拠
は
。

令
和
12
年
度
の
本
町
年
間
排
出
量
の

削
減
目
標
は
、
平
成
25
年
度
比
50
％
。
国

や
県
は
46
％
だ
が
、
本
町
は
高
み
へ
の
挑

戦
と「
世
界
首
長
誓
約
」へ
の
署
名
を
踏
ま

え
設
定
。
達
成
に
は
住
民
、
事
業
者
、
行

政
が
一
体
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　
見
込
み
量
は
、
環
境
省
の
自
治
体
排
出

量
カ
ル
テ
か
ら
、
人
口
、
住
宅
数
、
自
動

車
保
有
台
数
等
の
推
移
か
ら
推
計
し
た
。

産
業
部
門
の
削
減
対
策
の
普
及
は
。

事
業
者
の
脱
炭
素
経
営
の
支
援
を
目

的
に
連
携
協
定
を
締
結
。
脱
炭
素
経
営
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。
併
せ

て
、
国
や
県
の
補
助
事
業
を
周
知
す
る
。

家
庭
部
門
の
削
減
対
策
の
普
及
は
。

目
標
達
成
に
必
須
の
戸
建
住
宅
ネ
ッ

ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
ハ
ウ
ス
①
の
普

及
の
た
め
、
国
の
補
助
事
業
の
活
用
促
進

と
町
の
補
助
事
業
の
新
設
が
必
要
。

QAQAQA

　
既
存
住
宅
は
、
断
熱
窓
へ
の
改
修
等
が

効
果
的
。
事
業
者
へ
の
働
き
か
け
、
住
民

へ
改
修
効
果
の
説
明
・
周
知
を
行
う
。

１
万
５
千
kW
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
を
12
年
度
に
実
現
す
る
方
法
は
。

太
陽
光
発
電
を
設
置
可
能
な
公
共
施

設
の
50
％
に
導
入
す
る
。
交
付
金
を
活
用

し
、
Ｐ
Ｐ
Ａ
に
よ
る
設
置
を
進
め
た
い
。

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
廃
油
リ
サ
イ
ク

ル
の
回
収
場
所
を
増
や
す
考
え
は
。

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
増
や
せ
る
よ

う
調
整
中
。
廃
食
用
油
は
、
回
収
場
所
の

拡
大
と
方
法
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。

QAQA

▲東浦町の環境を守る基本計画中間
見直し（2025～2030年度）

学
校
内
に
冷
凍
庫
と

自
動
販
売
機
を

Q

脱
炭
素
社
会
の

推
進
対
策
は

Q
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一
般
会
計
決
算

９
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

①自主財源…町が自らの権限に基づいて、自主的に徴収できる財源。地方税、使用料、手数料、寄付金等がある。語句
説明

重
要
な
こ
と
と
認
識

A包
括
的
性
教
育
と
は
、
従
来
の
性
や

生
殖
等
だ
け
で
な
く
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
や
性
の
多
様
性
、
自
己
決
定
能
力
等

を
含
む
人
権
尊
重
を
基
本
と
し
た
性
教

育
で
あ
る
。
性
暴
力
や
10
代
で
の
望
ま

ぬ
妊
娠
等
を
防
ぐ
た
め
に
は
性
行
為
の

具
体
的
な
場
面
や
仕
組
み
を
知
り
、
性

的
自
己
決
定
の
能
力
を
高
め
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
。
本
町
で
の
取
り
組
み

を
求
め
る
が
、
見
解
は
。

包
括
的
性
教
育
を
行
う
こ
と
は
、
健

全
な
人
間
関
係
を
築
い
て
い
く
上
で
、
自

分
自
身
や
他
者
の
心
身
を
大
切
に
で
き
る

よ
う
に
な
る
重
要
な
こ
と
と
認
識
。

QA

性
教
育
を
ど
の
範
囲
ま
で
行
う
か
は
、

児
童
生
徒
の
年
齢
や
発
達
段
階
、
保
護
者

の
考
え
方
等
が
異
な
り
、
価
値
観
も
多
様

で
あ
る
。

　
文
部
科
学
省
か
ら
示
さ
れ
た「
生い
の
ち命
の

安
全
教
育
教
材
・
指
導
の
手
引
き
」を
参

考
に
個
々
人
に
一
層
の
配
慮
を
行
い
、
学

校
だ
け
で
な
く
健
康
課
等
の
他
機
関
と
も

連
携
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

性
の
人
権
尊
重
の
立
場
か
ら
、
小
中

学
校
や
役
場
庁
舎
等
の
公
共
施
設
ト
イ

レ
へ
生
理
用
品
設
置
を
求
め
る
が
、
見

解
は
。

学
校
で
は
保
健
室
に
常
備
し
、
持
ち

合
わ
せ
が
な
い
・
急
を
要
す
る
場
合
等
、

児
童
生
徒
に
提
供
し
て
い
る
。

　
学
校
以
外
の
公
共
施
設
ト
イ
レ
へ
の
設

置
は
、
生
理
に
伴
う
ス
ト
レ
ス
や
不
安
の

解
消
、
性
差
に
よ
ら
な
い
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
社
会
等
の
実
現
は
重
要
。
近
隣
市
町
の

状
況
を
参
考
に
慎
重
に
対
応
を
検
討
。

【
そ
の
他
の
質
問
】役
場
職
員
の
働
き
や
す

い
環
境
に
向
け
て

QA

▲包括的性教育の概要（©SEXOLOGY製作委員会）
と生理用品設置イメージ

ふ
る
さ
と
寄
付
額
増
と
企
業
を
誘
致

A本
町
の
財
政
力
指
数
や
経
常
収
支
比

率
の
現
状
は
。

令
和
６
年
度
一
般
会
計
決
算
の
財
政

力
指
数
は
０
・
92
で
、
類
似
団
体
の
町
村

の
平
均
０
・
69
に
比
べ
高
い
。

　
経
常
収
支
比
率
は
86
・
８
％
で
、
扶
助

費
や
人
件
費
等
経
常
経
費
が
高
く
、
硬
直

化
傾
向
に
あ
る
。

自
主
財
源
と
依
存
財
源
確
保
の
方
針
は
。

自
主
財
源
確
保
の
た
め
、ふ
る
さ
と
寄

付
額
増
加
へ
の
取
り
組
み
、ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
事
業
、印
刷
物
等
へ
の
有
料
広
告
掲

QAQA

載
等
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
活
用
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
バ
レ
ー
構
想
地

内
へ
の
企
業
誘
致
や
町
内
へ
の
多
様
な
業

種
の
誘
致
の
推
進
に
よ
り
、
税
収
確
保
に

努
め
て
い
く
。

　
依
存
財
源
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
の
施

策
、
制
度
の
情
報
を
収
集
し
、
全
庁
体
制

で
支
出
金
等
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
本
町
の
課
題
を
ま
と
め
た
冊
子

「
主
な
課
題
事
項
」を
国
や
県
に
持
参
し
、

支
援
を
要
望
し
て
い
る
。

業
務
の
効
率
化
・
省
力
化
と
業
務
内

容
の
精
査
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

地
方
創
生
２・０
や
地
方
分
権
一
括
法

の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
本
町
の
デ
ジ
タ
ル
分
野
で
は
、
保
育
支

援
シ
ス
テ
ム
、
生
成
Ａ
Ｉ
等
を
導
入
し
て

業
務
の
効
率
化
を
推
進
し
て
い
る
。

　
官
民
連
携
の
分
野
で
は
、
指
定
管
理
者

制
度
の
導
入
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調

理
・
運
搬
業
務
の
委
託
等
、
民
間
等
の
力

を
借
り
て
業
務
の
効
率
化
を
推
進
。
現
在

で
は
、
保
育
園
の
民
営
化
の
検
討
も
始
め

て
い
る
。

QA

包
括
的
性
教
育
の

取
り
組
み
を

Q

自
主
財
源
①
確
保
の

方
針
は

Q

杉杉
すぎしたすぎした
下下久久

く に こく に こ
仁子仁子

議員議員

久久
ひさまつひさまつ
松松　　純純

た だ した だ し
志志

議員議員
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一
般
会
計
決
算

９
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

①ペロブスカイト太陽電池…「ペロブスカイト」という鉱物の結晶構造を利用した太陽電池
②災害時給油所地下タンク製品備蓄促進支援事業…災害時に地域の石油製品供給拠点に燃料を備蓄し、石油製品安定供給を確保するための事業
③ショートタイムワーク…障害や育児、介護等の理由で長時間の勤務が難しい方が、週20時間未満から働くことができる働き方

語句
説明

課
題
克
服
さ
れ
た
ら
積
極
的
に
活
用

Aペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
の
普
及
拡
大
の
課

題
は
。

耐
久
性
の
向
上
、
製
造
か
ら
廃
棄
ま

で
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
確
立
等
の

課
題
が
あ
る
。
あ
い
ち
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト

太
陽
電
池
推
進
協
議
会
で
は
、
普
及
拡
大

に
向
け
て
、
調
査
や
実
証
、
検
討
等
を
進

QA

め
て
い
る
。
本
町
も
実
証
事
業
等
に
積
極

的
に
参
加
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

災
害
時
電
力
確
保
へ
の
ペ
ロ
ブ
ス
カ

イ
ト
新
技
術
活
用
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

軽
量
で
柔
軟
か
つ
安
価
な
ペ
ロ
ブ
ス

カ
イ
ト
太
陽
電
池
が
安
定
生
産
さ
れ
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
低
コ
ス
ト
で
よ
り
多
く
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
産
み
出
す
効
果

が
期
待
で
き
る
。
課
題
が
克
服
さ
れ
た
場

合
は
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
。

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
と
の
災
害
協
定
は

災
害
時
給
油
所
地
下
タ
ン
ク
製
品
備

蓄
促
進
支
援
事
業
②
に
つ
い
て
、
災
害

時
に
有
効
だ
と
考
え
る
。
積
極
的
に
活

用
す
る
よ
う
提
案
す
る
が
、
見
解
は
。

発
災
時
の
災
害
対
応
等
に
必
要
と
な

る
石
油
燃
料
の
確
保
に
関
し
て
、
有
効
・

有
益
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
と
ら
え
て
お

り
、
本
町
と
し
て
も
活
用
し
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】工
数
の
見
え
る
化
で
職

員
の
業
務
負
荷
低
減
と
仕
事
の
効
率
化
に

つ
い
て

QAQA

観
光
交
流
課
が
中
心
と
な
り
進
め
る

Aシ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
関
す

る
今
後
の
計
画
は
。

本
町
に
は「
於
大
の
方
」「
村
木
砦
」等

が
あ
る
。
こ
う
し
た
歴
史
的
資
源
を
掘
り

起
こ
し
、
地
域
に
愛
着
を
持
つ
き
っ
か
け

と
し
て
広
く
活
用
す
る
余
地
が
あ
る
。

　
今
後
は
、
観
光
交
流
課
が
中
心
と
な
っ

て
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
や
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
く
。

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
を
図
る

た
め
、
条
例
の
制
定
を
提
案
す
る
が
、

見
解
は
。

条
例
制
定
に
は
、
（1）
住
民
の
十
分
な

理
解
と
協
力
の
醸
成
、
（2）
理
念
の
整
理
と

QAQA

方
向
性
の
共
有
、
（3）
施
策
に
進
捗
状
況
の

確
認
と
強
化
に
つ
い
て
、
一
定
の
準
備
や

条
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
。

　
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
時
期
尚
早

だ
と
考
え
て
い
る
。

女
性
が
就
労
し
や
す
い
仕
組
み
づ
く
り

シ
ョ
ー
ト
タ
イ
ム
ワ
ー
ク
③
事
業
を
始

め
た
経
緯
は
。

子
育
て
世
代
が
就
労
で
き
る
よ
う
、

企
業
と
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
仕
組
み
を
模
索

す
る
中
、
令
和
６
年
６
月
に
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
株
式
会
社
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
。

　

こ
れ
を
契
機
に
、
同
社
が
推
進
す
る

「
シ
ョ
ー
ト
タ
イ
ム
ワ
ー
ク
」が
本
町
の
考

え
に
合
致
す
る
た
め
、
取
り
組
み
を
開
始

し
た
。女

性
の
就
労
支
援
を
後
押
し
す
る
た

め
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
講
座
を

開
設
す
る
考
え
は
。

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
推
奨
や
様
々
な

技
能
習
得
の
支
援
で
、
多
様
な
働
き
方
等

が
で
き
る
人
が
増
え
る
よ
う
、
県
や
関
係

機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

QAQA

▲観光交流課のあるうのはな館
（東浦町郷土資料館）

ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト

太
陽
電
池
①
活
用
は

Q

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド

醸
成
の
計
画
は

Q

森森
もりもり
　　　　靖靖

やすひろやすひろ
広広

議員議員

秋秋
あ き ばあ き ば
葉葉富富

ふ じ こふ じ こ
士子士子

議員議員

出典：経済産業省
ホームページ「次世
代型太陽電池戦略」
令和６年11月次世
代型太陽電池の導
入拡大及び産業競
争力強化に向けた
官民協議会より抜粋
20241128_1.pdf

▲ペロブスカイト太陽電池の種類
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一
般
会
計
決
算

９
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

①成年後見制度…認知症や知的障害等で判断能力が不十分な人を支援する制度。成年後見人が財産管理や法律行為を代行し、本人の生活をサポートできる。語句
説明

追
記
版
発
刊
時
に
取
り
組
む
方
針

A東
浦
町
誌
の
必
要
性
と
更
新
の
考
え
は
。

本
町
の
歴
史
や
動
植
物
と
地
質
等
の

自
然
を
記
し
た
書
籍
で
、
本
町
の
特
色
を

詳
細
に
ま
と
め
た
重
要
な
も
の
。

現
時
点
で
は
追
記
す
る
ほ
ど
の
情
報

量
に
至
っ
て
い
な
い
。
情
報
収
集
に
努
め
、

情
報
量
や
内
容
の
評
価
を
見
定
め
た
う
え

で
、
追
記
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
検
討
す
る
。

新
編
東
浦
町
誌
の
在
庫
数
は
。

本
文
編
が
６
０
４
冊
。
資
料
編
は
全

６
編
で
、
１
が
76
冊
、
２
が
２
９
８
冊
、

３
は
在
庫
な
し
、
４
が
１
１
２
冊
、
５
が

64
冊
、
６
が
１
６
３
冊
。

QAQA

デ
ジ
タ
ル
化
に
対
す
る
見
解
は
。

収
集
し
た
情
報
が
ま
と
ま
っ
た
段
階

で
、
追
記
版
の
発
刊
を
目
指
し
て
い
る
。

そ
の
際
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
組
む
方
針
。

成
年
後
見
制
度
①
の
普
及
・
利
用
促
進

制
度
の
利
用
件
数
は
。

利
用
者
数
は
令
和
４
年
が
１
７
４
人
、

５
年
が
１
７
２
人
、
６
年
は
１
８
２
人
。

町
民
向
け
の
制
度
周
知
・
啓
発
は
。

町
広
報
紙
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
情

報
を
掲
載
。
ま
た
知
多
地
域
権
利
擁
護
支

援
セ
ン
タ
ー
が
周
知
・
啓
発
を
実
施
。

申
立
て
手
続
き
の
相
談
窓
口
は
。

毎
月
１
回
役
場
で
、
予
約
制
の
巡
回

相
談
を
設
け
て
い
る
。

慢
性
的
な
保
育
士
不
足
解
消
を
考
え
る

保
育
士
の
給
与
や
勤
務
条
件
に
つ
い

て
、
周
辺
自
治
体
と
の
違
い
は
。

給
与
は
地
域
手
当
等
が
異
な
る
。
勤

務
条
件
は
、
大
差
は
な
い
と
と
ら
え
て
い

る
。

QAQAQAQAQA

▲在庫が僅かになった東浦町誌

町
内
公
共
施
設
授
乳
室
に
掲
示

A授
乳
室
の
導
入
と
搾さ
く

乳
案
内
の
整
備

を
通
じ
て
、
子
育
て
世
代
の
外
出
や
社

会
参
加
を
支
え
る
環
境
づ
く
り
へ
の
取

り
組
み
は
。

授
乳
室
の
設
置
と
搾さ
く

乳
利
用
案
内
表

示
等
の
整
備
を
通
じ
て
、
社
会
全
体
の
知

識
や
理
解
を
深
め
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

公
共
施
設
の
授
乳
室
設
置
状
況
は
。

役
場
庁
舎
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、

保
健
セ
ン
タ
ー
、
於
大
公
園
こ
の
は
な
館

に
設
置
。
一
部
施
設
で
は
授
乳
ス
ペ
ー
ス

を
用
意
し
て
い
る
。

QAQA

戦
没
者
追
悼
式
式
典
の
最
後
の
開
催

令
和
７
年
は
戦
後
80
年
。
戦
没
者
追

悼
式
は
、
戦
争
で
命
を
落
と
し
た
方
へ

の
敬
意
を
形
に
す
る
公
共
の
場
で
あ
り
、

平
和
の
尊
さ
を
再
確
認
す
る
貴
重
な
機

会
で
も
あ
っ
た
。
戦
没
者
追
悼
式
式
典

を
一
区
切
り
と
す
る
経
緯
は
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
中
止
を
経
て
、
参

列
者
数
は
大
幅
に
減
少
し
、
現
行
形
式
の

追
悼
式
が
目
的
を
果
た
し
て
い
る
か
検
討

を
重
ね
て
き
た
。

　
そ
の
結
果
、
広
く
住
民
が
平
和
を
考
え

る
機
会
と
遺
族
が
交
流
を
図
る
新
た
な
機

会
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。

　
解
散
当
時
の
遺
族
会
会
長
や
役
員
に
理

解
を
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
式
典
方
式

は
７
年
度
で
一
区
切
り
と
し
た
。

代
替
的
な
取
り
組
み
の
検
討
は
。

現
段
階
で
は
、
役
場
敷
地
内
に
あ
る

慰
霊
碑
前
で
、
遺
族
や
住
民
が
自
由
に
追

悼
で
き
る
場
を
考
え
て
い
る
。
休
憩
所
を

設
け
、
平
和
や
戦
争
の
記
憶
を
共
有
す
る

場
も
検
討
し
て
い
る
。　

QAQA

▲搾
さく
乳利用案内表示

東
浦
町
誌
の

デ
ジ
タ
ル
化
の
考
え
は

Q

搾さ
く

乳
利
用
の

案
内
表
示
を

Q

大大
おおかわおおかわ
川川　　　　晃晃

あきらあきら

議員議員

赤赤
あかがわあかがわ
川川　　操操

み さ えみ さ え
恵恵

議員議員
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一
般
会
計
決
算

９
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

①包括連携協定…町と民間企業が協定を結び、地域の抱えるさまざまな問題の解決を目指す仕組み語句
説明

実
行
委
員
会
等
を
支
援
し
て
い
く

A多
く
の
方
が
集
ま
れ
る
大
盆
踊
り
大

会
の
開
催
を
提
案
す
る
が
、
見
解
は
。

令
和
７
年
9
月
1
日
に
イ
オ
ン
株
式

会
社
と
包
括
連
携
協
定
①
を
締
結
し
た
。

　
協
定
に
は
、
文
化
・
観
光
も
含
ま
れ
て

お
り
、
今
後
イ
オ
ン
モ
ー
ル
東
浦
が
会
場

候
補
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

実
行
委
員
会
等
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

市
制
移
行
に
、
5
万
人
達
成
は

市
制
移
行
要
件
の
人
口
5
万
人
達
成

が
で
き
る
の
か
。

令
和
７
年
10
月
の
国
勢
調
査
で
、
人

口
5
万
人
を
切
る
も
の
と
考
え
る
。

QAQA

市
制
を
断
念
し
、
合
併
を
視
野
に
入

れ
て
い
く
の
か
。

合
併
し
た
い
と
の
機
運
が
醸
成
さ
れ

て
い
な
い
中
、
方
向
性
を
定
め
る
こ
と
は
、

時
期
尚
早
。
今
の
と
こ
ろ
、
近
隣
市
町
と

の
合
併
は
考
え
て
い
な
い
。

森
岡
駅
西
交
差
点
改
良
に
つ
い
て

工
事
完
了
が
遅
れ
て
い
る
問
題
点
は
。

平
成
19
年
度
よ
り
用
地
買
収
と
物
件

移
転
補
償
の
交
渉
を
進
め
て
き
た
。

買
収
で
不
足
す
る
駐
車
場
や
代
替
用
地

の
条
件
等
の
交
渉
が
難
航
し
て
い
る
。

現
在
ま
で
の
進
捗
状
況
と
計
画
道
路

用
地
の
買
収
率
は
。

地
権
者
19
人
中
、
74
％
の
14
人
の
取

得
が
完
了
。
面
積
は
65
％
の
約
１
２
０
０

㎡
の
土
地
を
取
得
し
て
い
る
。

　
今
後
も
県
と
連
携
し
、
関
係
者
の
理
解

と
協
力
を
得
る
た
め
交
渉
を
継
続
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】（
新
）於
大
の
み
ち
の
再

整
備
に
向
け
た
計
画
策
定
業
務
に
つ
い
て

QAQAQA

平
和
な
未
来
の
た
め
に
取
り
組
む

A本
町
は
非
核
・
平
和
宣
言
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
核
の
な
い
世
界
を
求
め
る
。

終
戦
80
年
。
永
遠
の
平
和
と
青
く
美
し

い
地
球
を
守
る
こ
と
は
、
人
類
の
み
な

ら
ず
生
き
も
の
全
て
の
願
い
。

私
た
ち
の
国
は
、
世
界
唯
一
の
核
被

爆
国
と
し
て
、
広
島
、
長
崎
の
惨さ
ん
禍か

を

繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
地
球
上

か
ら
の
核
兵
器
廃
絶
を
全
世
界
に
向
け
、

訴
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当

局
の
見
解
は
。

世
界
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
広
島
・

長
崎
の
惨さ
ん
禍か

を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
、
地

球
上
か
ら
核
兵
器
を
廃
絶
し
、
戦
争
の
な

い
平
和
な
社
会
を
築
く
こ
と
を
決
意
し
、

QA

平
成
７
年
に
非
核
平
和
宣
言
を
行
っ
た
。

　
町
民
と
戦
争
の
な
い
平
和
な
未
来
を
築

く
た
め
の
取
り
組
み
を
続
け
て
い
く
。

令
和
７
年
８
月
13
日
、
東
浦
町
戦
没

者
追
悼
式
が
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
執
り

行
わ
れ
た
。
戦
後
80
年
を
節
目
と
し
て
、

慰
霊
祭
の
形
式
で
行
う
の
は
今
年
が
最

後
と
の
報
告
は
と
て
も
寂
し
い
。
今
の

世
界
情
勢
を
想
う
と
、
よ
り
い
っ
そ
う
、

平
和
と
核
兵
器
廃
絶
を
願
っ
た
誰
も
が

参
加
で
き
る「
平
和
を
願
う
集
会
」へ
の

発
展
が
求
め
ら
れ
る
。
当
局
の
見
解
は
。

８
年
度
以
降
は
役
場
敷
地
内
の
慰
霊

碑
前
で
、
遺
族
を
は
じ
め
幅
広
い
住
民
が
、

終
戦
記
念
日
前
後
に
自
由
に
追
悼
で
き
る

場
を
設
け
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

右
折
矢
印
信
号
の
設
置
を

国
道
３
６
６
号
バ
イ
パ
ス
浜
新
田
交

差
点
の
南
進
車
線
に
右
折
矢
印
信
号
を
。

４
車
線
化
後
に
は
、
交
通
状
況
や
安

全
性
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
県
公
安
委
員

会
が
設
置
の
判
断
を
す
る
。

QAQA

大
盆
踊
り
大
会
の

開
催
を

Q

非
核
・
平
和
宣
言
の

堅
持
を

Q

山山
やましたやました
下下　　享享

きょうじきょうじ
司司

議員議員

山山
や ま だや ま だ
田田　　眞眞

し ん ごし ん ご
悟悟

議員議員

▲令和7年度　緒川地区盆踊り大会
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一
般
会
計
決
算

９
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

議会
トピックス
G I K A I  T O P I C S

定例会だけじゃない！
議会の動き

議会広報特別委員会が、研修会に参加。
議会だよりの役割をはじめ、編集の注
意事項等を学びました。また、研修会
のなかで行われた広報クリニックでは、
アドバイスをいただきました。今後も
改善を続け、住民のみなさんに読まれ
る議会だより作成に努めてまいります。

知多建設事務所長との意見交換会で要望書を提出しました。当日は、
正副議長とまちづくり委員会委員長が参加し、現地を視察しました。

7/24
㊍

建設事業の推進に向け
て意見交換しました！

8/5
㊋

よりよい議会だよりを
目指し、研修会に参加！

傍聴された方にアンケート用紙を配付し、ご意見・
ご感想を聞きました。今定例会では39人に回答い
ただきました。一部を要約して紹介します。

傍聴席の耳と目
傍聴された方にアンケート

中高生が議会に関心
を持てるような工夫
がされるといい。

傍聴券が使い捨てに変わりま
したが、そのまま捨てるのは忍
びないですね。何枚か集めたら、
ピンバッジプレゼント等あると、
議会に足を運んでもらえるきっ
かけにもなるのでは。

一般質問の時
間を60分にし
てほしい。尻切
れや駆け込み
的な場面も見
受けられる。

デジタル時代には、紙や
口頭ではなく、データでの
やり取りが必要では。

いただいたご意見・ご感想は、議会事務局だけでなく、議員と町
当局にも共有しております！ぜひ傍聴いただきアンケートに
ご参加ください！次の定例会日程は裏表紙でご確認ください！

ぜひ傍聴いただきアンケートにご協力ください！

■委員会の目的
議会改革の第一歩として、地方分権の確立を目指し、二元代
表制のもと、合議制機関である議会の役割を明確化すると
ともに、議会及び議員に関する基本的事項を定めることで、
地方自治の本旨に基づき町民の負託に的確に応え、町民が
安心して生活できる豊かなまちを実現することです。
■概要
特別委員会の定数は16人。全議員が一丸となって議会基本
条例策定に関する調査検討を行います。
■議会基本条例ってなに？
議会基本条例とは、地方自治体の議会が、自律的な意思に基
づき、その組織運営のあり方、活動の基本原則、議員の役割
や責務、そして住民との関わり方等を総合的に定め、自らの
活動の基盤とするために制定する条例です。

東浦町議会議員の
請負の状況の公表

＼報告します／
地方自治法の改正により、議員個人が年間（一会計年度）300万円以
内で町との請負契約の締結が可能になりました。
これを受けて、本町議会では透明性確保のため、請負の状況を公表
することとしています。
令和６年度の請負報告はありませんでした。

制定の
趣旨・経緯

議会改革に向け、議会改革に向け、
議会改革特別委員会を立ち上げました！議会改革特別委員会を立ち上げました！

報告
します！

2025.11.1 No.22719



図書の修理ボランティア 「はなぎれ」

東浦町内で頑張る皆さんにお話を聴くコーナーです。

vol.23

東浦町 好きですか ?
メンバー４人に聴きました。
好きレベル 人 数 理 由

55 ２人 ・緒川小学校のオープ
ンスクールに入れた
くて住み始めた。
・程よい田舎
・名古屋までのアクセ
スがいい。
・コンパクトに生活で
きる。

44 ２人

33 ０人
22 ０人
11 ０人

1 2 3 4 5
好きレベル

ひがしうら
好き好き
グラフ人

数

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100
110
120
130
140
150
160
170

0人
11人

59人

119人

161人
累積350人

令和２年２月１日発行号～

　
今
回
の
特
集
は
一
般
会
計

決
算
で
し
た
。

　
役
場
の
機
構
改
革
後
、
初

め
て
の
決
算
と
な
り
、
所
管

部
署
の
確
認
に
苦
労
し
ま
し

た
が
、
そ
の
分
理
解
も
深
ま

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
定
例
会
で
は
、

下
水
道
使
用
料
を
改
定
す
る

条
例
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

（
議
案
質
疑
は
Ｐ
９
参
照
）

　
下
水
道
事
業
の
経
営
改
善

の
た
め
の
改
定
に
ご
理
解
、

ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
も
読
者
の
皆
さ
ま
に

分
か
り
や
す
く
お
伝
え
で
き

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
さ
れ

た
写
真
を
差
し
上
げ
ま
す

（
本
人
が
写
っ
て
い
る
場

合
に
限
る
）。

　
ご
希
望
の
方
は
、議
会
事
務

局
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
委
員
長　
赤
川　
操
恵

　
副
委
員
長　
大
川　
　
晃

　
委

員　
北
野　
興
地

　
委

員　
長
坂　
知
泰

　
委

員　
水
野　
久
子

　
委

員　
森　
　
靖
広

編
集
後
記

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？

　
主
に
絵
本
や
児
童
書
の
修
理
を
し
て

い
ま
す
。「
よ
む
ら
び
フ
ェ
ス
タ
」で
は

「
本
の
お
い
し
ゃ
さ
ん
」コ
ー
ナ
ー
で
修

理
体
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
少
人
数
で
す
が
、
毎
週
木
曜
日
午
前

10
時
〜
正
午
に
図
書
館
小
会
議
室
で
、

楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
見
学
大
歓

迎
で
す
！

東
浦
町
、
こ
う
だ
と
い
い
な
。

　
「
本
は
大
切
に
」と
は
い
え
、
や
は
り

図
書
館
に
あ
る
人
気
の
絵
本
や
児
童
書

は
傷
み
や
す
く
、
修
理
を
繰
り
返
し
て

も
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り
修
理
に
限
界
を
感

じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
本
の
買
い
替
え
や
複
数

所
有
が
進
め
ば
、
本
が
傷
み
に
く
く
、

よ
り
多
く
の
子
ど
も
が
気
持
ち
よ
く
本

を
読
め
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

東浦町議会ホームページも
ご覧ください。

日 付 内 容
11月28日（金）議案の上程・説明
12月４日（木）一般質問５日（金）
10日（水）議案質疑・委員会付託
12日（金）まちづくり委員会
15日（月）こどもふくし委員会
16日（火）総務委員会
22日（月）討論・採決

12月定例会開催予定

場所：役場３階 議場
時間：一般質問は９：10～、その他は９：30～

https://www.town.aichi-higashiura.lg.jp/gyosei/gikai/

YouTube
映像配信! 
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この議会だより№227は15,660部作成し、１部あたりの印刷単価は30円です。




